


































































































































































































































































































































使用テキスト:こ乃θ sa」isο″θ″α頑4 6dition critique par Pierre Brunel,corti,1987.
「書簡」については二θ託
“
ごυ yaya″ι ttθ ι′5″arゴθ7以6dit6es et comment6os par G6rald
Schaeffer,pr6c6d6es de 《 La voyance avant Rimbaud》par Marc Eigeldinger,Droz・M ard,
coll.Textes lett6raires hancais,1975. ※テキスト引用部はすべて拙訳
(1)中地義和『ランボー 精霊と道化のあいだ』青土社、1996年、第二部Ⅵ。
「見者」概念そのものについてはアイグルヂンガーの「書簡」使用テキスト所収の論考を参照。
(り(Fυ7ras aοmplttιθ■6ditiOn 6tablie,pr6sent6e et annol過e par An oi e Ada】m,Gallilrlard,cOll.
Bibiliothさque de la P16iade,1972.註釈参照。
(3)ボ_ドレー ルの『内面の日記』「火箭」に「言語および書くこと」を、「魔術的活動、降霊の呪
術」とみなす記述がある。この思考は「ゴーチェ論」の展開される。ボードレー ルと魔術について





























(1つJ‐K.Huysmans,Lふ・ba es 6ditions G.Crさset Cm.
(11)Margaret Da宙es,《拗 θ saおο″θ″θぼer》どИrttυr Rimbaυこ』"a//sθどυ ιθχιθ′Minard,cOu.
Archives des lettres modernes, 1975。
(1リアダンによるプレイアッド版註釈。
(13)Davies, op ocit.
























魔のもの』である」。M.Aマレ 『ー 魔女の神』、西村稔訳、人文書院、1995年。(原著第二版 1952
年)その第五章。
(23)拙稿「『悪い血』における『見者』の主題の展開」、『 年報。フランス研究』第33号、関西学
院大学フランス学会、1999年.を参照されたい。
(24)ょって、キリス ト教思想を「通俗化したプラトン主義」とみなした上で、『季節』の反逆がキリ
スト教を、またプラトニスムを対象とする、とみなすこと (湯浅氏による註釈)もまた適当ではな
いであろう。
(25)ュングは「錬金術哲学」に心理学の発展途上の前段階を見てとり、その「奥義」を「意識と
無意識との混合と結合による人格の変容にあった」としている。また「より大きな意識へ向かう歩
みはすべて、一種のプロメテウス的咎である」とも述べている。CG.ユング『 自我と無意識』、松
代洋一。渡辺学訳、第二文明社 1995年。(原著 :1928年)
(26)心理的要素に限らず、対立図式をあらゆる中心勢力と諸反対勢力の闘争のフォリュミュルそ
のものとみなせば、読者はそこに様々な、思想、イデオロギーを投影することができる。これが『季
節』の解釈の多様性を生じさせているのであろう。
(文学部非常勤講師 )
